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重

敏

白

川
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共
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テ

ー

マ

「

神

奈

川

に

お

け

る

交

易

・

交

流

ー

神

奈

川

を

め

ぐ

る

モ

ノ

を

活

用

し

た

日

本

史

教

材

」

を

設

け

て

五

年

目

と

な

る

。

こ

の

研

究

活

動

は

、

観

点

別

評

価

が

実

施

さ

れ

ゆ

く

中

、

地

域

に

あ

る

史

料

を

使

っ

て

、

そ

れ

を

ど

の

よ

う

に

教

材

化

し

、

授

業

に

生

か

す

こ

と

が

出

来

る

か

を

課

題

と

し

て

い

る

。

委

員

会

は

八

月

と

二

月

を

除

く

毎

月

一

回

、

委

員

の

勤

務

校

や

県

内

施

設

を

使

っ

て

月

例

会

を

開

き

、

秋

と

春

の

研

究

発

表

会

で

発

表

し

て

き

た

。

ま

た

恒

例

と

な

っ

た

世

界

史

研

究

推

進

委

員

会

と

の

合

同

委

員

会

も

実

施

し

、

活

発

な

討

議

が

な

さ

れ

た

。

七

月

に

は

全

歴

研

宮

城

大

会

に

日

本

史

か

ら

鍵

和

田

武

彦

（

相

武

台

高

校

）

が

参

加

・

発

表

し

、

神

奈

川

の

研

究

水

準

の

高

さ

を

披

露

し

た

。

八

月

に

は

恒

例

と

な

っ

た

夏

季

巡

検

を

実

施

し

た

り

、

日

本

史

サ

マ

ー

セ

ミ

ナ

ー

を

企

画

し

た

今

年

度

は

関

東

歴

史

研

究

協

議

会

（

関

歴

研

）

神

奈

川

大

会

が

開

催

さ

れ

、

多

く

の

参

加

者

と

多

大

な

協

力

を

得

て

、

無

事

終

了

す

る

こ

と

が

で

き

た

。

各

月

例

会

場

、

研

究

発

表

者

は

次

の

と

お

り

で

あ

る

。

【

月

例

会

】

四

月

（

湘

南

台

）

・

五

月

（

湘

南

台

）

・

六

月

（

外

短

附

・

日

世

合

同

）

・

七

月

（

県

立

歴

史

博

物

館

）

・

九

月

（

県

立

川

崎

）

・

十

月

（

湘

南

台

）

・

十

一

月

（

柏

陽

）

・

十

二

月

（

上

鶴

間

）

・

一

月

（

柏

陽

）

・

三

月

（

県

民

セ

ン

タ

ー

）

【

研

究

発

表

】

○

秋

季

研

究

発

表

会

（

十

月

十

七

日

）

神

奈

川

県

民

セ

ン

タ

ー

（

日

世

合

同

企

画

）
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「

明

治

初

期

の

小

田

原

藩

藩

政

改

革

」

岩

崎

孝

和

（

元

石

川

高

校

）

○

関

東

歴

史

研

究

協

議

会

兼

春

季

研

究

発

表

会

（

三

月

七

日

）

神

奈

川

県

民

セ

ン

タ

ー

「

在

郷

町

ー

厚

木

ー

」

安

川

一

平

（

東

海

大

相

模

高

校

）

「

歴

史

と

と

も

に

生

活

す

る

ー

近

代

遺

産

の

活

用

を

通

し

て

」

木

村

芳

幸

（

柏

陽

高

校

）

○

全

国

歴

史

教

育

研

究

協

議

会

宮

城

大

会

（

七

月

二

十

五

日

）

（

仙

台

）

「

江

戸

時

代

の

砂

糖

生

産

に

つ

い

て

ー

池

上

幸

豊

を

例

と

し

て

ー

」

鍵

和

田

武

彦

（

相

武

台

高

校

）

【

夏

季

巡

検

】

今

年

は

八

月

二

十

四

日

に

、

横

須

賀

方

面

を

柏

陽

高

校

木

村

芳

幸

の

案

内

で

実

施

し

た

。

今

回

の

ポ

イ

ン

ト

は

「

横

須

賀

の

水

道

と

看

板

建

築

を

歩

く

」

と

題

し

、

逸

見

浄

水

場

を

特

別

に

許

可

を

い

た

だ

い

て

内

部

見

学

し

、

大

正

・

昭

和

初

期

に

海

軍

に

よ

っ

て

作

ら

れ

た

施

設

が

現

在

も

使

用

さ

れ

て

い

る

状

況

を

確

認

し

た

。

そ

の

後

市

内

に

移

動

し

、

昭

和

初

期

の

「

看

板

建

築

」

の

町

並

み

を

確

認

し

、

最

後

に

北

久

里

浜

駅

近

く

の

馬

門

山

海

軍

墓

地

を

見

学

し

た

。

【

２

０

０

７

日

本

史

サ

マ

ー

セ

ミ

ナ

ー

】

柏

陽

高

校

を

会

場

に

、

八

月

二

十

七

・

二

十

八

・

二

十

九

日

の

三

日

間

実

施

し

た

。

内

容

は

セ

ン

タ

ー

試

験

に

お

い

て

出

題

傾

向

が

高

ま

っ

て

い

る

生

活

・

文

化

史

に

つ

い

て

、

テ

ー

マ

毎

に

当

委

員

会

の

教

員

が

中

心

と

な

っ

て

、

受

験

対

策

授

業

を

行

っ

た

。

柏

陽

高

校

以

外

の

高

校

か

ら

も

生

徒

・

教

員

多

数

の

参

加

も

あ

り

、

盛

況

の

内

に

修

了

す

る

こ

と

が

で

き

た

。

最

後

に

な

っ

た

が

、

月

例

会

の

会

場

を

ご

提

供

し

て

い

た

だ

い

た

各

高

等

学

校

、

県

民

セ

ン

タ

ー

・

県

立

歴

史

博

物

館

に

感

謝

申

し

上

げ

る

と

と

も

に

、

今

後

と

も

ご

理

解

・

ご

協

力

を

お

願

い

す

る

次

第

で

あ

る

。


